
Eflm4作 (4名) 採択3作 (3名)
5.行動の苑現随伴に関する神位iL理学的研兜
Hl的5作 (7名) 採択5仲 (7名)

6. 皿F<刑の出恥こ凹する荘礎的研兜
Frl約4作(9名) 採択4件(9名)
B.自由取成
Jfl約17作 (20各) 採択14件 (17名)

研死金取掛 こ関しては.公非に際し特に設定主題は提

示されなかった｡巡皆委員会の故を経て5件が採択され

たが,咋IB:近Illで予罪の追加があったために,さらに5

件が追加は択された｡なお後者のうち二件は研究所主催

シソポー}ウムとして企画されたものである｡これらの研

死金及びシソポジウムのテーマを列記すれはつぎのとお

りである｡

〔シソポジウム〕

2.研 究 成 果

1. 黙机とポビit/-ツdソ
2.だF<mの ｢隅と行動｣
〔北岡利川研兜仝〕

1. 三ホソザルの現況

2.主としてこかソザルな対政とした行動の研究

3. 淀F{mの阻皮適応

4. ニホソザル地域ml･4;群の研兜
5.盟F<抗研兜における生化学的アブp-チ

6. 系統

7. I,コモーシ己ソに凹するワーキソ〆･グルーブ

これらの共同研究課題,シソポジウムおよび研兜会に

使用された費用は研究員等旅費671.7万円,校れ385.5万

円であった.円的な共同利用研究活動の発展のためには

大巾な和訳が望まれる｡ (久保田耽)

設定課慰 1.ニホンザル地域個体群の研究

=ホンザル野生群の光分析1)

前田 怒彦 (東京凸工大 ･一般教-ff)

ニホンザル野生群の遊動時における群内構造

についての研究l)

公野 瀕三 (湘大･Z!nl)

ニホンザルの遊動域要因としての植生1)

高杉 欣- (東大 ･凸)

房総丘陵のニホンザル野生群の遊動とその群

問関係の周年変化l)

○ 福田苗八郎 (東邦大 ･理)
房総丘陵のニホソザル調査は,481年皮も高宕LU,元満

鐙の両地区を発車的に行なった｡

試宕山地区の調査は,昭和48年こ3FJ27日と昭和49年

2.3Flに3回にわたって行なわれたT-1郡の大El:捕技

(天然氾念物の不法な陵苔)のため,T-1郡の保護をlJ.i
瓜に行なわれた｡調査はT-Ⅰ郡の拭数の変動,その遊動

な帥こ.隣接印の遊動,またEL･;宕Ill地区から四方のyf出

郡の分和について行なわれ,T-Ia郡については,ほぼ全

数な数え,郡lt耶戒をはっきりさせた.
元打i汲 山地区での調査は,隣接する以数即のHu.li･氾跡

WLl･J並を主軸に行なわれ,特に11月 ･211期の遊動を明ら

かにすることができた｡

ニホソザル野生郡の企糾机物,戊虫企.土食の研究は

都税申であるが,食糾机物の1)ストは200旬を出し,孤
在食印的物の企される部位と粒物季節および植物の分布

との閃班について,郁折を始めている｡

T.'古宕LIT,元rJ7田山同地区を通して,フソの拭1J!がはぼ

用年的に行なわれ.分析が始まった｡この分抑 土近々に

終了する予延である2)｡

ニホンザル志賀Bl群の遊動生活

レ 好広 rt- (苅大 ･EB)
志架高原杭柳川批城にdi息する志rtB2郡を初冬抑 こお

けるニホソザルのEt暁利用な調べる目的で.1973fI･-･llJJ
30日より12月15日まで迎枕追跡した｡この冬は肺fTBが早

く,琉雪見が多く.飢竺'J'日数も托くて,ニホソザルの冬
ごしの条件は例隼より舵しかったと.lLlhれる｡この群れ

は,これまで柿㍊された択りでは,CN.1占8CK)～1,7CK)mを

利用している｡利川地域な,支舵の分流,氏を暁にして上
流と下流に分けると,この刑並JpJには,下流域を利用し

ていた｡古川.け郡のいる糾切 (標高850m)よりさらに

下純な利用することも見られた｡これは,放冬期におけ

る地域利用のしかたと興っている.この時期は,降雪が

I)これらの研死者は共同して研究を行ない,一つの報

LB掛 こまとめた.
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2)なお高宕山地区の調査報告,フソ分析の途中経過,

ならびに1973年までの食餌植物のリストなどは ｢昭

和48年度,天然記念物高宕山のサル生息地総合調査

報告苔｣(千葉県教育委員会, 昭和49年6月10日
発行)に収録｡


